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日常的にインプラント治療が行われてい

る今日、インプラント周囲炎の罹患率は必

然的に増加している。インプラント周囲炎

は新たな疾患であり、一度発症すると治

癒させることが非常に困難なことから大

きな問題となっている。本書では、多くの

症例の提示とともにインプラント周囲疾

患について解説がなされ、なすべき対応

が簡潔に示されている。また、診断、リス

クファクター、治療、メインテナンスなどに

ついても国際的な観点からまとめられて

いる。日常治療に不可欠な知識が網羅さ

れた本書を臨床で活用してほしい。

診断、リスクファクター、治療法診断、リスクファクター、治療法インプラント周囲炎の診断、リスクファクター、治療法を一冊に網羅



Peri-implantitis　インプラント周囲炎 冊注文します。
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　信頼できる疫学データによれば、インプラント患者のうち5人に1人はインプラント
周囲炎を発症し、また、インプラント周囲粘膜炎は日常的に認められる症状であると
報告されている。
　インプラント周囲炎は感染性の炎症性疾患であり、最終的にはインプラントを支持
する歯槽骨の喪失につながる。
　インプラントの長期的成功を望み、また口腔感染性疾患の予防や治療を行うすべて
の臨床医は、必ずインプラント周囲疾患をコントロールしなくてはならない。
　その治療方法は、感染のコントロールを目的とした基本治療的アプローチであり、
適切な口腔清掃を可能とするような補綴物の調整や専門家によるインプラント表面の
バイオフィルムや硬い沈着物の除去を含む。進行したインプラント周囲炎では、バイオ
フィルムを破壊し除去するには外科的アプローチが必要になるであろう。外科的療法
が適応な場合は、喪失した骨の補修のために骨欠損修復療法が必要となる場合も
ある。
　また、その発症を予防したければ、必ずポケットプローブを用いて早期に問題点を
診断し、インプラント周囲の健康状態を評価しなくてはならない。この本で強調して
いるように、インプラント周囲疾患の早期診断によって非常に有効的に早期治療を
行うことができる。もし早期の症候を見逃せば、より複雑な治療が必要になり予後の
予測も困難となる。
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